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※当月報掲載のまつり・イベント情報に関し、開催中止・延期・内容変更などが生じる場合がござ

います。最新の情報につきましては、お手数をお掛けいたしますが、お問い合わせ先へご確認くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。 

公益社団法人栃木県観光物産協会入会の御案内 

当協会は、栃木県における観光及び県産業製品の振興に関する事業を行い、公共の福祉の増

進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
当協会設立の趣旨に御賛同いただき、御入会くださいますよう御案内申し上げます。 

 
お問い合わせ 
公益社団法人栃木県観光物産協会 総務課 
e-mail：soumu@tochigiji.or.jp                              
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まつり・イベント情報（12 月） 

 

１．屋台のまち中央公園もみじまつり（掬翠園
きくすいえん

もみじのライトアップ）〔鹿沼市〕 

 屋台のまち中央公園にある日本庭園「掬翠園」の大もみじが紅葉する頃、園内の「もみじ」がラ

イトアップされます。夜闇に浮かび上がる赤や黄のもみじは、昼間とはひと味違う幻想的な世界へ

変化します。横根高原から始まった鹿沼市の紅葉のクライマックスをお楽しみください。 

○期   間  2023 年 11 月 25 日（土）～12 月３日（日） 

○場   所  屋台のまち中央公園（鹿沼市銀座 1-1870-1）※屋外 

○備   考  期間中には、イベントも行なわれます。 

詳細は観光ウェブサイト「鹿沼日和」をご覧ください。 

https://kanuma-kanko.jp/ 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

            JR 日光線鹿沼駅からリーバスで約５分または 

東武日光線新鹿沼駅からリーバスで約 10 分「久保町」下車徒歩約１分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 30 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 

 

２．まちの駅 新・鹿沼宿 イルミネーション 2023〔鹿沼市〕 

 まちの駅 新・鹿沼宿では今年もイルミネーション作品の展示を行います。芝生広場を中心に設

置した LED 電球の数、昨年は 14 万球。まちなかで、鹿沼の四季をテーマにした夜の景色をお楽し

みください。 

○期   間  2023 年 12 月１日（金）～2024 年２月 29 日（木） 

○場   所  まちの駅 新・鹿沼宿内芝生広場（鹿沼市仲町 1604-1）※屋外 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 25 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 66 台 

※その他に第２駐車場有り 

※一部車椅子での入場可 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

３．ラーニングバケーション 

あいがもと そだてる おこめ「おこめとあいがもをいただく」〔益子町〕 

 益子で 30 年も続けられている合鴨農法というお米づくりがあります。合鴨と一緒に育てると除

草剤や農薬がいらない農法です。 

合鴨のこと、合鴨農法のことを学び、おいしいおにぎりを食べる企画です。 

○日   時  2023 年 12 月２日（土）10:00～14:00 

○場   所  いろり茶屋（芳賀郡益子町益子 3270） 

○実 施 内 容  収穫したお米とあいがもの料理（いろり茶屋特製）を食べるほか、稲穂で正月飾

りづくり体験を行います。（合鴨農法のお米つき） 
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○参 加 費  大人 4,000 円、学生 2,000 円、未就学児 500 円（３歳未満無料） 

○定   員  ５組（15 名まで） 

○申 込 方 法  下記 QR コードを読み取り、Google フォームから開催日５日前までにお申し込み 

ください。※定員に達し次第、締切となります。 

         

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道益子駅からタクシーで約７分 

JR 宇都宮駅から関東バス益子行で約 60 分「益子参考館入口」下車 

徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 25 分 

            北関東自動車道桜川筑西 IC から約 25 分 

○問い合わせ  ののくらぶ E-Mail nounote@neharu.net 

 

４．冬渡祭（おたりや）〔鹿沼市〕 

 火防祈願のほか、古いお札、お守り、熊手、破魔矢等を燃やし、無病息災を祈願します。 

午前 10 時に鹿沼市内の無火災祈願祭、午後２時神輿前に於て鎮火祭を執行、境内にて古札焼納祭

を執行した後、お札、お守り等に点火します。 

例年では午後３時から境内の神楽殿
かぐらでん

において「上殿太々神楽
かみどのだいだいかぐら

」が奉納されますが、今年は中止とな

りました。 

※お焚き上げには持込料 500 円が必要です。 

※だるま、お飾り、門松、松飾、しめ飾りは基本的に燃やせないためお預かりになります。 

○日   時  2023 年 12 月 10 日（日） ＜毎年同日開催＞ 

        ■スケジュール 

10:00～10:30 無火災祈願祭（見学不可） 

14:00～14:30 鎮火祭（見学不可） 

14:30～15:00 古札焼納祭 

15:00 頃点火～20:30 消火 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 

 

５．いちごとみるくフェア～那須塩原で思う存分スイーツ巡りを！～〔那須塩原市〕 

 2023 年 12 月 20 日（水）から 2024 年３月 31 日（日）までの期間中、那須塩原市内の宿泊施設、

飲食店、人気のパン屋さんなどの参画施設で「いちご」と「みるく」を使ったオリジナルスイーツ

をご提供します。旬の新鮮な「いちごとみるく」のオリジナルスイーツをご堪能ください。 

なお、スタンプを集めるとオリジナルグッズがもれなくもらえるスタンプラリーを開催します。

宿泊施設１箇所以上を含む４箇所のスタンプ取得で１万円の宿泊券が当たる抽選に応募すること

ができますので、ぜひご参加ください。 

「いちごとみるくフェア」をお楽しみいただきながら、那須塩原市でお気に入りの一品を探して

みてください。 
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○期   間  2023 年 12 月 20 日（水）～2024 年３月 31 日（日） 

○場   所  那須塩原市内の参画施設（宿泊施設・飲食店等） 

○料   金  各施設の提供料金による 

○備   考  詳しくは、12 月上旬以降に那須塩原市観光局ホームページまたはパンフレットで 

ご確認下さい。（ホームページ：https://nasushiobara-kanko.jp/） 

○問い合わせ  （一社）那須塩原市観光局 TEL 0287-46-5326 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．巻狩鍋フェア～那須野の恵みを巻狩料理で～〔那須塩原市〕 

2023 年 12 月 20 日（水）から 2024 年３月 31 日（日）の期間中、那須塩原市内の宿泊施設、飲食

店の参画施設にて各施設オリジナルの巻狩鍋（巻狩料理）をご提供いたします。 
巻狩鍋とは、源頼朝が那須野ヶ原で行った那須野巻狩から着想を得て、「那須野巻狩まつり」で

提供されるようになった地元の名物料理で、巻狩鍋フェアでは各施設オリジナルの巻狩料理を提供

します。 
施設ごとに異なる食材、こだわりの味をぜひお楽しみください。 

○期   間  2023 年 12 月 20 日（水）～2024 年３月 31 日（日） 

○場   所  那須塩原市内の参画施設（宿泊施設・飲食店等） 

○料   金  各施設の提供料金による 

○備   考  参画施設の詳細につきましては、12 月上旬以降に那須塩原市観光局ホームページ

で巻狩鍋フェアページをご確認ください。 

（ホームページ：https://nasushiobara-kanko.jp/） 

○問い合わせ  （一社）那須塩原市観光局 TEL 0287-46-5326 
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７．御嶽山冬至星除祭
おんたけさんとうじほしよけまつ

り〔鹿沼市〕 

 御嶽山神社は、西暦 812 年に空海上人が開山したと伝えられ、長野県木曽御嶽山の信仰を引いて

おります。冬至星除祭りは、信者を中心に行なわれる厄除・星除祈願の行事であり、名前を書いた

護摩（木札）を焚いて、炎が燃え上がると“吉”といわれます。一般の方もご参加できますが、事

前にお申し込みが必要です。 

○日   時  2023 年 12 月 22 日（金）10:30～ ＜毎年 12 月冬至の日開催＞ 

○場   所  御嶽山神社（鹿沼市下永野 82）※屋内 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅から栃木市営コミュニティバス 

（愛称：ふれあいバス）「寺尾線」で約 40 分 

「星野御嶽山入口」下車徒歩約５分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 15 分 

東北自動車道鹿沼 IC から約 35 分 

○駐 車 場  無料 40 台 

○問い合わせ  御嶽山神社 TEL・FAX 0289-84-0320 
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まつり・イベント情報（１月） 

 

１．小山の初市〔小山市〕 

 １年を通じての誘客を願い、毎年成人の日に行われる初市です。会場内には様々な出店があり、

おやまブランド品や開運だるまなどをお買い求めいただけるほか、餅つき大会など新年を祝うイベ

ントが盛りだくさんです。 

○日   時  2024 年１月８日（月・祝）10:00～15:00 

○場   所  まちの駅思季彩館（小山市中央町３丁目 5-3）、小山駅西口祇園城通り歩道、 

小山宿通り歩道、足利銀行尾山支店東側駐車場 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約２分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○駐 車 場  小山市役所駐車場及び周辺の有料駐車場をご利用ください。 

○問い合わせ  （一社）小山市観光協会 TEL 0285-30-4772 

        8:30～17:15（ただし、土日祝日を除く） 

 

２．春渡祭（おたりや）〔鹿沼市〕 

 火防祈願のほか、古いお札、お守り、熊手、破魔矢等を燃やし、無病息災を祈願します。 

午後２時、神輿前において鎮火祭を執行、境内にて古札焼納祭を執行した後、お札、お守り等に点

火します。例年では午後３時から境内の神楽殿
かぐらでん

において「上殿太々神楽
かみどのだいだいかぐら

」が奉納されますが、今回

は中止となりました。 

※お焚き上げには持込料 500 円が必要です。 

※だるま、お飾り、門松、松飾、しめ飾りは基本的に燃やせないため、お預かりになります。 

○日   時  2024 年１月 10 日（水） ＜毎年同日開催＞ 

        ■スケジュール 

14:00～14:30 鎮火祭（見学不可） 

14:30～15:00 古札焼納祭 

15:00 頃点火～20:30 消火 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 
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まつり・イベント情報（２月） 

 

１．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

 御本社において「節分厄除祈禱祭」を斎行し、それぞれの祭典終了後、五重塔前の特設舞台で鬼

鎮めの舞（暴れる鬼を鎮める巫女舞）、古式鳴弦の儀（弓の弦を引き鳴らして邪気を払う）、豆ま

き（当たり付き豆袋あり）、ガラまきを行います。 

○日   時  2024 年２月３日（土） 

        ■御本社内祈祷式 10:00、11:00、13:00、14:00 

○場   所  日光東照宮五重塔前（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス清滝行、 

やしおの湯行、中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで 

約 10 分「神橋」下車徒歩約８分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

２．節分会追儺式
せつぶんえついなしき

〔日光市〕※詳細未定 

本堂（三仏堂）で、輪王寺門跡大僧正の御導師のもと、一山僧侶総出仕にて、年男・年女が裃姿

で参列し「大護摩供」、「大般若経転読」などの大法要が行なわれ、年男・年女たちが堂内で豆ま

きをした後、受けた福徳を他の人にも分かつ意味で、本堂回廊から堂外の一般参拝者へ向けて福豆

や縁起物を撒く「縁喜がらまき」が行なわれます。 

○期   日  2024 年２月３日（土） 

○場   所  日光山輪王寺三仏堂（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス清滝行、 

やしおの湯行、中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで 

約 10 分「神橋」下車徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

３．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

恒例の年男年女節分厄除祈祷祭が執行され、祭典後に参列者による豆まき行事が行なわれます。          

○日   時  2024 年２月３日（土）16:00～ 

○場   所  日光二荒山神社拝殿前（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス清滝行、 

やしおの湯行、中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで 

約 10 分「西参道入口」下車徒歩約８分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

４．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

節分厄除祈祷祭が執行され、祭典終了後に参列者による鬼やらい、豆まきが行なわれます。 

○日   時  2024 年２月３日（土）15:00～ 
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○場   所  日光二荒山神社中宮祠（日光市中宮祠 2484） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○駐 車 場  あり（無料） 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

５．節分鎧年越〔足利市〕 

 足利に春を呼ぶ伝統行事「鎧年越」が２月３日節分の夜に行われ、坂東武者に扮した市民 200 人

余りが参加する行列が勇壮に繰り広げられます。市長扮する主将を中心に鎧・ 冑
かぶと

に身を固めた坂

東武者が、法螺貝・陣太鼓を鳴らしながら歴史絵巻さながらに大通りを行進し、織姫公民館から

鑁阿寺
ば ん な じ

までの約 1.3km を１時間ほどかけて練り歩きます。 

足利氏宅跡の鑁阿寺に到着すると、市長が足利氏代々の供養と市の繁栄を祈願し「願文
がんもん

」を奉読し

ます。本堂で武者たちが追儺式
ついなしき

（豆まき）を行った後、本堂裏手に移動して「エイ、エイ、オー」

と勇ましく勝どきを上げます。 

 「鎧年越」は、約 750 年前の鎌倉時代中期、足利義兼の孫・泰氏（源姓足利氏４代目）が一族の

結束と勢力を誇示するため、坂東武者 500 騎を鑁阿寺南大門に勢揃いさせたという故事にちなんだ

古式ゆかしい行事です。1915 年（大正４年）に繊維業者を中心に復活し、足利を代表する伝統行事

として 100 年以上受け継がれています。 

○日   時  2024 年２月３日（土）18:30～ ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  織姫公民館（足利市通６丁目）～鑁阿寺（足利市家富町 2220） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

北関東自動車道太田桐生 IC より約 15 分 

○問い合わせ  立春会（事務局：鑁阿寺） TEL 0284-41-2627 

 

６．今市花市〔日光市〕 

JR 今市駅前通りを中心に、だるまや熊手などの縁起物などが並ぶ今市地区の縁日です。 

例年、建国記念日の２月 11 日に開催されます。縁起物の他、グルメやおもちゃの露店もあり、

今市の冬の風物詩となっています。 

○日   時  2024 年２月 11 日（日・祝）10:00～18:30 

○場   所  今市駅前通り・今市図書館前通り（日光市中央町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線今市駅下車すぐ 

            東武日光線下今市駅から徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約３分 

○駐 車 場  周辺に無料駐車場あり 

○備   考  交通規制あり 9:00～20:00 

○問い合わせ  今市花市実行委員会 TEL 0288-30-1171 

 

７．日光街道今市宿 牡丹室内庭園〔日光市〕 

牡丹は昔から、数ある花の中でもその見事な大輪の咲き様から、「花王」とも呼ばれ、日光東照

宮や家光廟大猷院の彫刻などにも多く用いられています。本来５月頃に咲く牡丹を特殊栽培で咲か

せ、冬季にご鑑賞いただける花の祭典を開催いたします。 

大輪の牡丹の端正な佇まいと、日本庭園風に装飾を施した室内会場で、趣ある"和"の雰囲気をゆ
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っくりとご堪能下さい。 

○期   間  2024 年２月 23 日（金・祝）～29 日（木）9:30～17:00（最終入場 16:30） 

○場   所  道の駅日光 日光街道ニコニコ本陣 ニコニコホール（日光市今市 719-１） 

○料   金  中学生以上 200 円、小学生以下無料 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線今市駅から徒歩約５分 

            東武日光線下今市駅から徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約３分 

○駐 車 場  周辺に無料駐車場あり 

○備   考  音楽コンサート、展示牡丹の販売、牡丹人気投票、来場者アンケート等の各種企

画を実施します。 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 
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名　　称 市町名 場所（集合場所） 問い合わせ TEL（E-mail）

第12回壬生町ゆうがおマラソン大会 壬 生 町
壬生町総合公園陸上競技場
（下都賀郡壬生町大字国谷2300）
ほか周辺

壬生町ゆうがおマラソン大会
実行委員会事務局

0282-82-2345

第８回トレラン益子 益 子 町
尾羽の里交遊館
（芳賀郡益子町大字上大羽912）

トレラン益子実行委員会
（益子いくべ会）

trailrun.mashiko
＠gmail.com

冬の特別企画
～クリスマスコンサート～

日 光 市
日光田母沢御用邸記念公園
研修ホール
（日光市本町8-27）

日光田母沢御用邸記念公園 0288-53-6767

日光の風景（四季）の写真展 日 光 市
日光田母沢御用邸記念公園
（日光市本町8-27）

日光田母沢御用邸記念公園 0288-53-6767

歳旦祭（日光東照宮） 日 光 市
日光東照宮
（日光市山内2301）

日光東照宮 0288-54-0560

歳旦会
※詳細未定

日 光 市
日光山輪王寺
（日光市山内2300）

日光山輪王寺 0288-54-0531

歳旦祭
（日光二荒山神社）

日 光 市
日光二荒山神社
（日光市山内2307）

日光二荒山神社 0288-54-0535

滝流しの式 足 利 市
大岩山毘沙門天
（大岩山多聞院最勝寺）
（足利市大岩町570）

大岩山毘沙門天
（大岩山多聞院最勝寺）

0284-21-8885

足利織姫神社歳旦祭
（初日の出を拝む会）

足 利 市
足利織姫神社境内
（足利市西宮町3889）

足利織姫神社奉賛会事務局
（足利織物会館内）

0284-22-0313

寺岡山元三大師正月大祭 足 利 市
寺岡山施薬院薬師寺
（足利市寺岡町871）

寺岡山元三大師 0284-91-3236

大護摩厳修 足 利 市
宝性寺
（足利市堀込町2023）

宝性寺 0284-71-2743

足利厄除大師大祭（龍泉寺） 足 利 市
龍泉寺
（足利市助戸1-652）

龍泉寺 0284-41-5685

外山毘沙門天縁日
※詳細未定

日 光 市
外山毘沙門天堂（外山山頂）
（日光市萩垣面）

日光山輪王寺 0288-54-0531

武射祭 日 光 市
日光二荒山神社中宮祠
（日光市中宮祠2484）

日光二荒山神社中宮祠 0288-55-0017

虚空蔵尊縁日 日 光 市
虚空蔵尊
（日光市稲荷町）

観音寺 0288-54-0339

まゆ玉市 足 利 市
徳正寺
（足利市本城3-2090）

徳正寺 0284-21-5797

年越大祭 日 光 市
興雲律院
（日光市萩垣面2404）

興雲律院 0288-54-0260

温泉寺節分大祭 日 光 市
日光山温泉寺
（日光市湯元2559）

日光山中禅寺
（立木観音）

0288-55-0013

冬の特別企画
～ニューイヤーコンサート～

日 光 市
日光田母沢御用邸記念公園
研修ホール
（日光市本町8-27）

日光田母沢御用邸記念公園 0288-53-6767

１月28日（日）
11:00～

１月28日（日）

１月３日（水）
0:00～

１月４日（木）
10:00～

１月13日（土）
9:00～19:00頃

1月14日（日）
11:00～

12月３日（日）

12月９日（土）

前月号に掲載のまつり・イベント

次のまつり・イベントは、12月号に掲載しておりませんので、11月号をご覧ください。

期　　日

12月10日（日）

12月15日（金）～１月31日（水）

１月１日（月・祝）
6:00～

１月１日（月・祝）
0:00～

１月９日（火）～10日（水）

１月１日（月・祝）～２月３日（土）

１月１日（月・祝）
0:00～

１月１日（月・祝）

１月１日（月・祝）
6:30～

１月１日（月・祝）～１月３日（水）

１月１日（月・祝）～20日（土）
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線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

3
0
分

（
土

日
祝

：
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行
日

あ
り

ま
す

）

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
8
分

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
4
9
3
9

１
月

上
旬

～
３

月
上

旬
新

春
に

香
り

高
い

花
を

咲
か

せ
る

蝋
梅

は
、

黄
色

い
蝋

細
工

の
よ

う
な

花
が

印
象

的
で

す
。

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
（
足

利
市

迫
間

町
6
0
7
）
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市
町
名

施
設
名

内
　
容

住
　
所

問
い
合
わ
せ

時
　
期

備
　
考

広
田
果
樹
園

芳
賀
郡
益
子
町
山
本
6
4

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

岩
崎
り
ん
ご
園

芳
賀
郡
益
子
町
七
井
1
7
7
3

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
島
田

芳
賀
郡
益
子
町
大
沢
6
8
8
-
1

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田
り
ん
ご
園

芳
賀
郡
益
子
町
大
沢
3
3
6
2
-
1

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

り
ん
ご

観
　
　
光
　
　
農
　
　
園
　
　
情
　
　
報

８
月
下
旬
～
1
2
月
下
旬

※
栽
培
品
種
、
収
穫
時
期
や
直
売
情
報
等
に

つ
い
て
は
、
直
接
栽
培
農
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
収
穫
時
期
は
、
変

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

益 子 町

11



市
町
名

施
設
名

住
　
所

問
い
合
わ
せ

期
　
間

料
　
金

1
2
月

2
,5
0
0
円

1
月
～
3
月

2
,3
0
0
円

4
月
～
5
月

2
,0
0
0
円

3
歳
～
小
学
生

（
シ
ー
ズ
ン
通
し
て
統
一
）

1
,5
0
0
円

・
0
歳
～
3
歳
未
満
は
無
料
で
す
。

・
1
0
種
類
の
い
ち
ご
が
楽
し
め
ま
す
。

・
事
前
予
約
無
し
で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
人
数
が
多
い
場
合
は
事
前
予
約
し
て
い
た
だ
け
る
と
安
心
で
す
。

期
間
：
2
0
2
3
年
1
2
月
１
日
（
金
）
～
2
0
2
4
年
5
月
中
旬
頃

時
間
：
9
:0
0
～
1
6
:0
0

※
い
ち
ご
が
な
く
な
り
次
第
終
了

い
　
ち
　
ご
　
狩
　
り
　
情
　
報

内
　
　
　
容

益 子 町
吉
村
農
園

芳
賀
郡
益
子
町
塙
5
2
0

吉
村
農
園

【
T
E
L
】

0
2
8
5
-
7
2
-
8
1
8
9

0
8
0
-
1
1
8
3
-
2
8
8
6

【
H
P
】

h
tt
p
:/
/
yo
sh
im
u
ra
-
n
o
u
e
n
-

1
9
8
5
.c
o
m
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市
町

名
施

　
設

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

金
等

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

日 光 市

小
杉

放
菴

記
念

日
光

美
術

館
（
日

光
市

山
内

2
3
8
8
-
3
）

線
 ―

表
現

の
究

極
―

「
線

」
は

描
く
こ

と
の

は
じ

ま
り

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。
小

杉
放

菴
は

、
線

を
「
表

現
の

究
極

」
と

位
置

づ
け

た
よ

う
に

、
ひ

と
つ

ひ
と

つ
の

線
に

は
画

家
の

個
性

が
存

分
に

表
れ

て
い

ま
す

。
本

展
で

は
、

放
菴

を
は

じ
め

、
白

描
画

で
大

成
し

た
吉

川
霊

華
、

一
定

の
キ

ャ
リ

ア
を

積
ん

だ
後

、
線

を
引

く
こ

と
に

独
自

の
画

境
を

切
り

拓
い

た
菊

地
武

彦
な

ど
、

近
代

か
ら

現
代

に
い

た
る

「
線

」
に

よ
る

名
品

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
。

２
月

1
0
日

（
土

）
～

４
月

７
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

受
付

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

 7
3
0
円

大
学

生
5
1
0
円

高
校

生
以

下
は

無
料

月
曜

日
（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

東
武

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
清

滝
行

、
や

し
お

の
湯

行
、

中
禅

寺
温

泉
行

、
湯

元
温

泉
行

、
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0

分
「
神

橋
」
下

車
徒

歩
約

３
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0

開
館

3
0
周

年
記

念
 ジ

ュ
リ

ア
ン

・
ス

テ
ア

と
加

守
田

章
二

 －
“
う

つ
わ

”
の

必
然

性
－

現
代

イ
ギ

リ
ス

を
代

表
す

る
陶

芸
家

の
ジ

ュ
リ

ア
ン

・
ス

テ
ア

と
日

本
近

代
陶

芸
の

寵
児

と
し

て
知

ら
れ

る
加

守
田

章
二

は
共

に
“
う

つ
わ

”
を

作
っ

て
い

ま
す

。
本

展
覧

会
で

は
ジ

ュ
リ

ア
ン

・
ス

テ
ア

と
加

守
田

章
二

の
作

る
“
う

つ
わ

”
の

必
然

性
に

つ
い

て
、

二
人

の
作

品
を

通
し

て
考

え
ま

す
。

１
月

2
0
日

（
土

）
～

４
月

７
日

（
日

）
・
9
:3

0
～

1
6
:3

0
（
1
1
月

～
１

月
）

　
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で
・
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
２

月
～

1
0
月

）
　

※
入

館
は

1
6
:3

0
ま

で

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
：
益

子
 茶

碗
考

本
来

江
戸

時
代

末
に

始
ま

っ
た

益
子

焼
は

、
茶

の
湯

の
茶

碗
と

は
無

縁
で

し
た

。
し

か
し

、
近

代
に

な
っ

て
抹

茶
椀

を
作

る
作

家
が

現
れ

、
現

在
で

は
多

く
の

陶
芸

家
が

盛
ん

に
茶

碗
に

挑
ん

で
い

ま
す

。
こ

の
展

示
で

は
、

昭
和

に
入

り
益

子
で

茶
碗

を
作

り
始

め
た

陶
芸

家
た

ち
の

茶
碗

を
紹

介
し

ま
す

。

１
月

2
0
日

（
土

）
～

４
月

７
日

（
日

）
・
9
:3

0
～

1
6
:3

0
（
1
1
月

～
１

月
）

　
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で
・
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
２

月
～

1
0
月

）
　

※
入

館
は

1
6
:3

0
ま

で

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

 i
n
 益

子
2
0
2
3
 秋

益
子

陶
芸

美
術

館
で

は
、

海
外

や
他

産
地

の
工

芸
作

家
が

益
子

で
滞

在
制

作
を

行
う

「
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
滞

在
中

に
は

交
流

イ
ベ

ン
ト

も
行

い
ま

す
。

普
段

作
っ

て
い

る
作

品
と

、
益

子
で

滞
在

制
作

の
成

果
作

品
を

披
露

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く
だ

さ
い

！

〇
石

田
 和

也
 （

K
az

u
ya

 I
sh

id
a）

 [
陶

芸
家

・
備

前
]

　
滞

在
期

間
：
1
0
月

2
5
日

(水
)～

1
2
月

8
日

(金
)

＜
会

場
：
益

子
国

際
工

芸
交

流
館

＞
　

※
滞

在
作

家
が

会
場

に
い

な
い

時
間

帯
も

あ
り

ま
す

。

＜
成

果
展

示
＞

1
2
月

１
日

（
金

）
～

３
日

（
日

）
・
1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
・
1
3
:3

0
～

1
6
:0

0

入
場

無
料

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

等
　

　
各

　
種

　
展

　
示

　
情

　
報

益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）

・
月

曜
日

（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日
・
1
1
月

６
日

（
月

）
は

開
館

し
、

1
1
月

７
日

（
火

）
は

休
館

・
1
2
月

2
5
日

（
月

）
～

１
月

１
日

（
月

・
祝

）

※
そ

の
他

、
展

示
替

え
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
6
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

２
分

【
高

速
バ

ス
】

秋
葉

原
駅

か
ら

関
東

や
き

も
の

ラ
イ

ナ
ー

で
約

2
時

間
3
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

２
分 【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

Ｉ
Ｃ

か
ら

約
2
0
分

・
北

関
東

自
動

車
道

真
岡

IC
か

ら
約

2
5
分

＜
駐

車
場

＞
無

料
　

約
2
5
0
台

※
益

子
陶

器
市

期
間

中
は

有
料

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

F
A

X
　

0
2
8
5
-
7
2
-
7
6
0
0

H
P

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
as

h
ik

o
-

m
u
se

u
m

.jp
/

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

受
付

に
て

年
齢

確
認

で
き

る
も

の
を

ご
提

示
下

さ
い

。
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市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
３

年
間

の
修

業
を

し
ま

し
た

。
そ

の
修

験
の

場
「
深

山
巴

の
宿

（
ジ

ン
ゼ

ン
ト

モ
エ

ノ
シ

ュ
ク

）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
周

辺
の

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

は
い

ず
れ

も
広

葉
樹

林
が

多
く
、

樹
々

が
葉

を
落

と
す

冬
場

は
特

に
眺

望
が

開
け

、
ま

た
北

国
か

ら
渡

っ
て

く
る

冬
鳥

の
姿

も
容

易
に

発
見

で
き

ま
す

。
鹿

沼
は

雪
の

な
い

冬
山

登
山

の
北

限
と

言
っ

て
も

良
く
、

仮
に

雪
が

降
っ

て
も

す
ぐ

に
溶

け
る

こ
と

か
ら

、
冬

も
多

く
の

登
山

客
が

訪
れ

ま
す

。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5 分

　 三 枚 岩
→ 1
5 分

　 方 塞 山
→ 1
5 分

　 三 枚 岩
→ 4
5 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0 分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峯
神

社
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 ６ km

　 石 裂
→ 1
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0 分

　 休 憩 所
→ ５ 分

　 千 本 桂
→ 2
0 分

　 中 の 宮
→ 1
5 分

　 奥 の 宮
→ 4
5 分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0 分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5 分

　 石 裂 山
→ 1
5 分

　 月 山
→ 6
0 分

　 休 憩 所
→ 2
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0 分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

広
葉

樹
が

多
く
、

葉
が

落
ち

る
冬

場
は

明
る

い
林

の
中

を
歩

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
野

鳥
も

目
立

つ
よ

う
に

な
り

、
カ

ケ
ス

や
コ

ガ
ラ

、
運

が
良

け
れ

ば
オ

オ
マ

シ
コ

な
ど

に
出

会
え

ま
す

。
空

に
は

オ
オ

タ
カ

や
ノ

ス
リ

が
見

え
る

こ
と

も
。

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

と
外

の
ト

イ
レ

は
凍

結
防

止
の

た
め

1
2
月

か
ら

冬
季

閉
鎖

に
入

り
ま

す
。

長
時

間
滞

在
の

場
合

は
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
ま

た
狩

猟
期

に
入

り
ま

す
の

で
、

目
立

つ
服

装
で

熊
鈴

を
持

っ
て

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。

○ 約 4
.7 km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5 分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5 分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0 分

　 横 根 山
→ 5
0 分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

8
0
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

7
0
分

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
５

つ
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
い

ず
れ

も
山

頂
尾

根
に

つ
な

が
っ

て
い

て
四

方
の

景
色

が
望

め
ま

す
。

特
に

落
葉

後
の

冬
に

は
眺

望
が

開
け

、
手

軽
さ

と
相

ま
っ

て
多

く
の

登
山

者
が

訪
れ

ま
す

。
麓

に
は

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

が
あ

り
、

キ
ャ

ン
プ

と
登

山
を

あ
わ

せ
て

楽
し

む
方

も
。

※
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
の

ご
利

用
に

は
予

約
が

必
要

で
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

・
出

会
い

の
森

総
合

公
園

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿 沼 市

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
 0

.5
㎞

、
2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

＞
　

詳
細

は
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

登
山

・
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
情

報

行
程

・
距

離

石
裂

山
回

遊
登

山
ル

ー
ト

〔
本

格
登

山
〕

標
高

は
頂

上
で

も
8
9
0
ｍ

と
高

く
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
設

置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ

山
で

す
。

本
格

的
な

登
山

コ
ー

ス
と

認
識

し
て

、
き

ち
ん

と
し

た
装

備
で

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。
登

山
口

は
加

蘇
山

神
社

社
務

所
か

ら
5
0
0
ｍ

ほ
ど

奥
に

あ
る

「
下

の
宮

」
。

途
中

に
は

栃
木

県
の

天
然

記
念

物
「
千

本
桂

」
や

鎖
を

頼
り

に
登

る
「
行

者
返

し
の

岩
」
な

ど
名

所
が

次
々

と
現

れ
ま

す
。

ル
ー

ト
沿

い
で

は
岩

か
ら

の
湧

き
水

な
ど

も
多

く
、

冬
に

は
こ

れ
ら

が
氷

瀑
や

氷
柱

と
な

っ
て

登
山

者
の

目
を

楽
し

ま
せ

ま
す

。
足

元
に

湧
き

水
が

あ
る

と
登

山
道

が
凍

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
注

意
し

な
が

ら
ゆ

っ
く
り

登
り

ま
し

ょ
う

。
最

高
峰

の
月

山
か

ら
は

雪
化

粧
の

日
光

連
山

が
望

め
ま

す
。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
上

久
我

線
」
（
１

日
２

本
）

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
4
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

5
0
分

「
石

裂
山

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3
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市
町
名

場
　
所

催
　
　
し

会
　
期

料
　
金

休
館

日
交

通
ア
ク
セ
ス

備
考

問
い
合

わ
せ

益 子 町

フ
ォ
レ
ス
ト
益

子
／

益
子
町

天
体

観
測

施
設

ス
ペ
ー
ス

2
5
0

（
芳

賀
郡

益
子

町
益
子
4
2
3
1
）

ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会

1
2
月

８
日

（
金

）
～

1
8
日

（
月

）
1
8
:0
0
～

2
0
:0
0

大
人

4
0
0
円

小
・
中

学
生

2
0
0
円

※
参

加
日

の
７
日

前
ま
で

に
電

話
で
お
申

し
込

み
く

だ
さ
い
。

水
曜

日
（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）
、
年

末
年

始

【
電

車
】

真
岡

鐵
道

益
子

駅
か

ら
タ
ク

シ
ー
で
約

1
0
分

【
バ

ス
】

J
R
宇

都
宮

駅
西

口
か

ら
関

東
バ

ス
益

子
行

で
約

6
0
分

「
益

子
参

考
館

入
口

」
下

車
徒

歩
約

1
5

分 【
高

速
バ

ス
】

秋
葉

原
駅

か
ら
関

東
や

き
も
の

ラ
イ
ナ
ー
で
約

２
時

間
3
0
分

「
益

子
駅

」
下

車
タ
ク
シ
ー
で
約

1
0

分 【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

IC
か

ら
約

2
5
分

・
北

関
東

自
動

車
道

真
岡

ＩＣ
か

ら
約

3
0
分

・
天

候
に
よ
り
中

止
に
な

る
場

合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

・
観

望
会

開
催

日
以

外
は

、
５
人

以
上

か
ら
受

付

・
駐

車
場

無
料

　
（
約

5
0
台

）

フ
ォ
レ
ス
ト
益

子
／

益
子

町
天

体
観

測
施

設
ス
ペ
ー
ス

2
5
0

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
0
-
3
3
0
5

H
P

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.m
as
h
ik

o
.t
o
c
h
ig
i.j
p
/
p
ag
e
/
p
ag
e
0
0

0
7
0
2
.h
tm

l

天
　
体

　
観

　
測

　
情

　
報
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園   国重要文化財指定記念事業  

三階御展望室特別公開〔日光市〕 
～冴える冬の日光田母沢御用邸、三階御展望室を期間限定で特別公開～ 

令和５年１２月１５日(金)～令和６年１月３１日(水)   

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

日光田母沢御用邸は１８９９年（明治 32 年）に嘉仁親王（大正天皇）のご静養のために

造営され、１９４７年（昭和 22 年）に廃止されるまでの間、三代にわたる天皇、皇太子が

ご利用になられました。現在は国指定重要文化財となり記念公園として一般公開していま

す。 

「三階御展望室」は御用邸が平成１５(２００３)年１２月に国の重要文化財の指定を受

けたことを記念して、翌年から毎年この時期に期間限定で公開しています。 

この「三階御展望室」は紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の一部分を移築したも

ので、数寄屋風の意匠が特徴です。御展望室からは庭園が一望できるほか、７千平方メー

トルに及ぶ一、二階の見事な屋根の連なりも間近にご覧になれます。 

 

○期間・内容  ◆期  間：令和５年１２月１５日（金）から翌１月３１日（水） 

          ※毎週火曜日及び年末年始（12 月 29 日～翌 1月 1日）は休園 

        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後 3時 45 分まで） 

◆入 園 料：通常の入園料のみ 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円 

◆内  容：紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の移築部分「三階

御展望室」を期間限定で特別公開 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

        バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車１分 

○駐 車 場  普通車３００円（各２時間）普通車１１３台駐車可 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園  

桃の節句 つるし雛飾り〔日光市〕 

～子供たちの健やかな成長を願うつるし雛飾り展を開催！～ 

令和６年２月１０日(土)～３月３日(日)   

 

 

 

 

 

 

 

                       

日光田母沢御用邸は１８９９年（明治 32年）に嘉仁親王（大正天皇）のご静養のために造

営され、１９４７年（昭和 22年）に廃止されるまでの間、三代にわたる天皇、皇太子がご利

用になられました。現在は国指定重要文化財となり記念公園として一般公開しています。 

つるし雛飾りは、子供たちの健やかな成長と幸せを願うために、桃の節句の時期に合わ

せて飾り付けをする江戸時代から伝わる伝統ある風習です。地元の縮緬細工教室の皆様が

丹精込めて作った色とりどりのつるし雛と、近代和風建築が織りなす和の雰囲気をお楽し

みください。 

○期間・内容  ◆期  間：令和６年２月１０日（土）～３月３日（日） 

※毎週火曜日は休園（祝日の場合は翌日が休園） 

        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後３時４５分まで） 

◆入 園 料：通常の入園料が必要 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

◆内  容：見学順路内において様々な色とりどりのつるし雛を展示。 

◆協  力：古布・縮緬細工教室 まゆ 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車、徒

歩１分 

○駐 車 場  普通車３００円（２時間）普通車１１３台駐車可 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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◆内  容：紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の移築部分「三階

御展望室」を期間限定で特別公開 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

        バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園  

桃の節句 つるし雛飾り〔日光市〕 

～子供たちの健やかな成長を願うつるし雛飾り展を開催！～ 

令和６年２月１０日(土)～３月３日(日)   

 

 

 

 

 

 

 

                       

日光田母沢御用邸は１８９９年（明治 32年）に嘉仁親王（大正天皇）のご静養のために造

営され、１９４７年（昭和 22年）に廃止されるまでの間、三代にわたる天皇、皇太子がご利

用になられました。現在は国指定重要文化財となり記念公園として一般公開しています。 

つるし雛飾りは、子供たちの健やかな成長と幸せを願うために、桃の節句の時期に合わ

せて飾り付けをする江戸時代から伝わる伝統ある風習です。地元の縮緬細工教室の皆様が

丹精込めて作った色とりどりのつるし雛と、近代和風建築が織りなす和の雰囲気をお楽し

みください。 

○期間・内容  ◆期  間：令和６年２月１０日（土）～３月３日（日） 

※毎週火曜日は休園（祝日の場合は翌日が休園） 

        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後３時４５分まで） 

◆入 園 料：通常の入園料が必要 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

◆内  容：見学順路内において様々な色とりどりのつるし雛を展示。 

◆協  力：古布・縮緬細工教室 まゆ 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車、徒

歩１分 

○駐 車 場  普通車３００円（２時間）普通車１１３台駐車可 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 １2 月の観察会 

 

●オオワシ・オジロワシを探そう！中禅寺湖畔ボートハウス編 

内  容    冬になると中禅寺湖にやって来る、オオワシ・オジロワシを定点観察！参加者全員の目 

で探しつつ、時には近くに現れた水鳥や小鳥も観察してみましょう。望遠鏡や無料貸し 

出しの双眼鏡もあるので、初心者でもお手軽に観察をお楽しみいただけます。 

期  日    令和５年１2 月 9 日（土） 

時 間    9：00～ 11：30 

参 加 費    一律 1,０００円 

集合場所    中禅寺湖畔ボートハウス 

対 象    どなたでも 

定 員     各回 20 名様 

 

 

 

※すべての観察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。また、先着順での受付にな

りますのでご了承ください。 

 

詳しくは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp もしくは、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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塩原温泉ビジターセンター 

塩原の四季と森を楽しむ自然学習プログラム 

塩原の森を飾ってみよう！ 

木の実のクリスマスリース作り １２月 1 日（金）～１２月 3 日（日） 

木の実の正月リース作り     １２月 8 日（金）～１２月１0 日（日） 

３日間連日開催 9：30～13：00 

森からの恵みで四季を楽しもう！        ■受付開始日１１月１3 日～  

塩原の森を飾って、季節の行事を楽しんでみませんか？ 

木の実を学習しながら、 

ツルをベースとしたクリスマスリース 

稲をベースとした正月リース 

を制作して頂きます。 

世界で一つだけのオリジナルリースが 

完成します。 

 

 

・参加費：１，5００円 

（宿泊参加者１，０００円） 

・定 員：各回２０名（要予約） 

・会 場：ビジターセンターレクチャールーム 

 ※詳しくはホームページでご確認をお願いいたします。 

http://www.shiobara.or.jp/vc 
  

〇塩原温泉ビジターセンターアクセス 

車 ：東北自動車道 西那須野・塩原 IC より３０分 

電 車：JR 東北新幹線 那須塩原駅または西那須野駅より JR バス塩原温泉行４５分 

    七つ岩吊り橋下車徒歩５分 

駐車場：無料 （普通車 30 台 大型バス 4 台） 

 

日光国立公園 自然公園情報センター 

塩原温泉ビジターセンター 

〒329-2921 那須塩原市塩原前山国有 

TEL/FAX  0287-32-3050 

開館時間 9：00～16：30 入館無料 

休館日  毎週火曜日（祝日の場合翌日） 
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�とちはなちゃんドーム 12月の見頃の花� 

  

  

  

ブラックキャット      ユーチャリス 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：2～10 月／9：30～16：30  11～1 月／9：30～16：00 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん 

ポインセチア展 ～#ファインダー越しの赤の世界～ 

フラワークリスマス 

開催期間：11 月 18 日（土）～12 月 24 日（日） 

場  所：とちはなちゃんドーム 

栃木県内で育成されたポインセチア 30 種を主役にフォトジェ

ニックな空間を演出します。 

真っ赤なポインセチアに囲まれて記念撮影をぜひお楽しみ下

さい。 

12/３（日）生葉のクリスマスリース 2,500 円 

12/10（日）クリスマススワッグ 2,000 円 

12/17（日）正月の寄せ植え   2,500 円 

１２月の体験教室  

10：30～ 13：30～ 各回 15 名  

園内もクリスマス一色！マリンバ、ハンドベル、フラダンスのクリスマスステージを 

開催します。クリスマスリース・スワッグの体験教室、１２月１０日（日）まで「シク

ラメンと冬の鉢花展」をとちはなちゃんドーム第二企画展示室でお楽しみいただけます。 

 
開催期間：１２月２日（土）～２４日（日） 
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とちぎわんぱく公園 

わんぱく公園で様々な体験を〔壬生町〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから大人の方まで楽

しめるイベントが盛りだくさんです。 また、クリスマスイルミネーション&電飾トレインやピッ

ピサンタとあそぼうなどの様々なイベントを開催します。ぜひとちぎわんぱく公園にお越しくだ

さい。 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください。 

１２月のとちぎわんぱく公園の体験イベント  ◆当日申込 ★事前申込（１か月前から受付） 

◆クリスマスイルミネーション&電飾トレイン 

 虹の広場をイルミネーションで飾り、その中をキラキラのわんぱく 

トレインが走ります！期間限定の電飾トレインをぜひお楽しみください。 

日 程：１２月２日（土）～１２月２４日（日）※電飾トレインは土日限定 

場 所：虹の広場 

■イルミネーション 

時間→16：00～17：25 

料金→無料 

■電飾トレイン   

時間→16：00～17：00（６分間隔で運行）※荒天時運休 

料金→高校生以上１５０円、３歳～中学生１００円（１便２周） 

 

◆ピッピサンタとあそぼう 

サンタクロースに変身したピッピとじゃんけんゲームであそぼう！ 

参加したお友達にはプレゼントがあるよ♪ 

日 時：１２月１６日（土）１３：３０～  

場 所：こどもの城ステージ  対 象：３歳～小学生 

定 員：３０名（整理券配布）  参加費：無料 

 

◆ヤギと友だちになろう 

双子のヤギ、はな（姉）&そら（弟）を近くで観察！ 

餌やり体験をしてヤギと仲良くなろう。 

  日 時：1２月1７日（日）１０：００～１１：００ 

場 所：なかよし農園ヤギ小屋  定 員：１０組   

参加費：１００円  その他：雨天中止 

 

 

ⓒ1998スタジオジブリ 
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★しめ縄飾りをつくろう 

しめ縄に御幣や水引の他、橙・ゆずり葉・裏白・昆布など、 

縁起の良い飾りをつけて年神様をお迎えする正月飾りを作ります。 

日 程：１２月２4 日（日） 

時 間：１０：３０～１２：００／１３：３０～１５：００ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：各回8 組 

参加費：２，５００円 

 

 

 

 

 

 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

         車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から約２Ｋｍ（約３分） 

          ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

        TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

        URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/  わんぱく公園   検索  
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〔真岡市〕 

特別展示「神秘的に輝く黄金のサナギツリー」 

 

 

蝶のサナギで飾り付けたクリスマスツリーを、花ちょう遊館チョウゾーンに展示します。 

金色に輝く「オオゴマダラ」のサナギや、エメラルドグリーンの「リュウキュウアサギマダラ」

のサナギが、モミの木のクリスマスツリーを彩ります。 

 花ちょう遊館には他にもトロピカルバードゾーン、サバンナゾーン、高山植物館があります

ので併せてお楽しみください。ご来場お待ちしております。 

 

○場   所  花ちょう遊館（真岡市下籠谷９９ 井頭公園内） 

○期   間  令和５年１２月６日(水)～２８日(木) 

○開館 時間  午前９時～午後４時３０分(入館受付は午後４時まで) 

○休 館 日  毎週火曜日 

○入 館 料  大人 ４４０円、小学生～高校生 ２２０円 

○交通ガイド  北関東自動車道 真岡ICより車で約10分 

○駐 車 場  無料 （普通車 約1,400台、うち花ちょう遊館最寄り 約100台）    

○問い合わせ  井頭公園管理事務所 

        Tel 0285－83－3121 

        Fax 0285－84－7456 

        ホームページ https://www.park-tochigi.com/igashira/kacyouyukan 

オオゴマダラ(成虫) 

オオゴマダラの黄金のサナギ 黄金のサナギツリー 
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